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2018年スポーツ危機管理研究所
活動報告
審議事項：	2018年度スポーツ危機管理研究所の活動
について、その他
第5回（2019年1月21日）
報告事項：	第2・3回「学校・部活動における重大事故・
事件から学ぶ研修会」について、研究プロ
ジェクトの進捗状況について、予算執行状
況について、助教B（RF）の採用予定者に
ついて、その他
審議事項：	研究所雑誌と編集委員会について、2019
年度の研修会について、その他
第6回（2019年1月28日）※メール審議
審議事項：「スポーツ危機管理研究」投稿規程および執
筆要領について、「スポーツ危機管理研究」
編集委員会内規について
第7回（2019年3月11日）
報告事項：	報告書・論文の執筆状況について
審議事項：	2019年度のスポーツ危機管理研究所体制
について、その他
　2018年度は、以下に記す3つの研究プロジェクトを
設定し、各所員が分担してそれぞれの研究活動を遂行
した。各プロジェクトの研究成果は、本誌掲載の各論
文を参照されたい。
研究プロジェクト1
テーマ：学校・部活動における事故事例の分析
担当者：南部さおり、鈴木健介
研究プロジェクト2
テーマ：	「学校・部活動における重大事故・事件から
　　　　学ぶ研修会」の成果と指導者育成に向けて
担当者：関口　遵、半田勝久、野井真吾
野井真吾（所長）、南部さおり（副所長）、上田幸夫、
小林正利、半田勝久、鈴木健介、関口　遵（以上、所員）
　2018年度は、以下に示す7回の会議を開催した。
第1回（2018年5月28日）
報告事項：	スポーツ危機管理研究所の兼任教員について、
スポーツ危機管理研究所の管理規定について
審議事項：2018年度の研究内容について，機関誌・研
究雑誌について、ホームページ作成につい
て、その他
第2回（2018年7月23日）
報告事項：	ホームページについて、判例データベース
について、「学校・部活動における重大事故・
事件から学ぶ研修会」について、その他
審議事項：	スポーツ危機管理研究所の目的について、
研究テーマについて、助教B（RF）につい
て、その他
第3回（2018年9月13日）
報告事項：	ホームページについて、「学校・部活動に
おける重大事故・事件から学ぶ研修会」に
ついて、その他
審議事項：	スポーツ危機管理研究所の研究について、
その他
第4回（2018年11月5日）
報告事項：	第1回「学校・部活動における重大事故・
事件から学ぶ研修会」について、第2回「学
校・部活動における重大事故・事件から学
ぶ研修会」について、助教B（RF）の公募に
ついて、その他
１．研究所員
２．会議
３．研究プロジェクト
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り方）を探求する。また、必要に応じて、得られた研
究知見に基づく啓発活動やマニュアルづくり等にも努
める。
研究内容：
①	 スポーツ危機管理研究の対象･領域と方法の整理
②	 スポーツ危機管理研究のための文献、資料、判例
等の収集
③	 スポーツ危機管理の歴史、現状と課題の分析
④	 本学の部活動及びサークルにおけるトラブル時の
危機管理事例の研究
⑤	 スポーツ危機管理のための啓発･講習会のあり方の
検討と実施
⑥	 研究成果の公表
研究プロジェクト3
テーマ：学友会運動部の危機管理体制と事故事例の実態
担当者：鈴木健介、小林正利、上田幸夫
　2018年度は、「学校・部活動における重大事故・事
件から学ぶ研修会」と題して、以下の3回の研修会を
開催した。各研修会の詳細は、別資料を参照されたい。
第1回（10月12日、世田谷キャンパス記念講堂）
テーマ：ASUKAモデルと、救える命を救うことの大切
　　　　さを考える研修会
講　師：桐田寿子さん（桐田明日香ちゃんのお母様）　
　　　　桐淵博先生（日本AED財団理事）
第2回（11月7日、世田谷キャンパス記念講堂）
テーマ：部活動中の重大事故と体罰の問題について考
　　　　える研修会
講　師：中村周平（同志社大学大学院）
　　　　中村　淳（周平氏のお父様）
　　　　谷　豪紀（桜宮高校バスケットボール部OB）
　　　　村川弘美（村川康嗣君のお母様）
第3回（12月13日、世田谷キャンパス記念講堂）
テーマ：「いじめ」「指導死」の問題について“本気で”
　　　　考える研修会
講　師：大貫隆志さん（一般社団法人「ここから未来」代表理事）
　　　　神戸市立小学校いじめ事件で学校と闘い抜いた父K
　　　　奈良県橿原市・「いじめ」により最愛の娘を奪われた母M
　以上の他、設立初年度の今年は、当研究所の目的と
研究内容について研究所会議でかなりの時間をかけて
議論し、当面、以下の目的と研究内容を掲げて研究活
動をすすめていくことを確認することができた。この
点も、今年度の成果である。
研究所の目的：
　スポーツ危機管理研究所は、スポーツ活動全般をめ
ぐる危機管理上の問題事象（事件、事故、傷害、体罰・
ハラスメント、ドーピング等）を研究対象とし、その
予防・対応・改善の具体策（＝スポーツ危機管理の在
４．研修会
５．その他
